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福岡県大野城市上大利 Q3. 1.    生物環境の保全と創出（小動物の生息地の確保、ビオトープ）

Q3. 2.    まちなみ・景観への配慮（建物配置や形態の周辺緑地との調和）

Q3. 3.    地域性・アメニティへの配慮（地域と一体となった、豊かな中間領域の形成）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（高性能ガラス（Low-eガラスの採用））

LR2.1.    水資源保護（雨水貯槽層設置による雨水利用）

LR3.2.    地域環境への配慮（打ち水ペイブの採用による夏季の温度上昇の軽減）
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新築

D.　評価技術／FB 

K.　その他 J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携 G.　建物基本性能確保F.　長寿命化 E.　リニューアル 

C.　各種制度活用 B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地下2階、地上3階
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地域の緑のネットワ－クに寄与する「森の中の社屋」

N

設計担当者　

統括：岩下博美／建築：吉浦一郎、清水清美／構造：伊藤義弘／設備：笠原修

電気：中山卓雄／インテリア：石榑宣之
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　この地域は、以前は自然林、ため池のある自然豊かな土地であった。

その後行われた土地区画整理事業により大部分が宅地化されることと

なったが、自然林や池の一部が保存され、市民の憩いの場・公園として

の活用が図られた。その大規模な地区公園は『里山の復元』をコンセプ

トにした公園づくりが行われた。

　株式会社アシュラン本社は、大きく北と南に２分されたこの地区公園

のちょうど中央に位置しており、計画地内の緑化は、地域の『森のつな

がり』を形成するのに非常に重要な役目を果たしている。

　アシュランがこの場所に本社を建設し、豊かな緑地を創出することに

ついては、アシュランの会社理念である「人々の夢と希望の実現に役立

つ会社」の実践としての強い意図により行われている。

　ゆとりある職場環境は、社員の福利厚生面に対する配慮としてだけで

なく、地域における緑のネットワーク（ビオトープネットワーク）の中

で非常に大きな核となっており、この場所で整備された企業内緑地自体

が、地域社会の発展や、グローバルな「環境」に対しても少なからず寄

与できるものと考える。

森の中の社屋

株式会社アシュラン新本社計画にあたっては、周辺の緑化計画と

も一体となった『森の中の社屋』をコンセプトとしたプランニン

グが行われた。

● 建物を分節化するとともに各建物を包むように緑地を配置し、

周辺に威圧感を与えないように配慮した。

● 全国から来訪される方々が、一年を通してどの季節に来社して

も、どこかに印象的に花が咲いているような植栽計画とした。

● 敷地内の緑地をできるだけ確保するために駐車場を地下化した。

周辺環境との調和とエコロジカルネットワーク

周辺環境との調和を図り、地域の「森のつなが

り」を形成するよう配慮し、施設配置や植栽計

画を行った。

緑地のモニタリング調査を行い管理計画に反映

緑地管理計画を策定し、中長期計画及び実施計画の点検のため、下

の３つのモニタリングを行い、計画が確実に実施されたか、また、

計画内容が適切であったかなどの確認を行うこととし、その結果を

定期的に見直すものとしている。

モニタリングＡ：単年度管理計画の遂行の確認、病害虫の定期的な

　　　　　　　　状態確認、非常時のスポット的対処の判断、

　　　　　　　　次年度の管理計画の見直し

モニタリングＢ：植物の生育状況の把握、生長量、花付き、繁殖など

モニタリングＣ：飛来する野鳥の調査、その他小動物，昆虫の調査


